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１
　
所
在
地
　
　
　
一二
重
県
四
日
市
市
中
川
原
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
こ
二
月
を
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
四
日
市
市
遺
跡
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
春
日
井
　
恒

５
　
遺
跡
の
種
類
　
不
明

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
ぞ
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

官
の
西
遺
跡
は
、
大
小
の
河
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
低
地
の
標
高
五

ｍ
前
後
の
微
高
地
上
に
所
在
す
る
。
市
衡
地
か
ら
西
へ
約

一
・
五
甑
の
と
こ
ろ

に
あ
り
、
急
速
に
宅
地
化
が
進

ん
で
い
る
。

発
掘
調
査
は
、
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
の
建
設
に
伴
う
も
の
で
あ

り
、
調
査
面
積
は
四
五
四
∬
で

あ

っ
た
。
調
査
に
お
い
て
検
出

し
た
遺
構
は
陛
状
遺
構
、
土
坑
、

溝
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
時
期

を
決
定
し
う
る
伴
出
遺
物
は
な

か
っ
た
。
出
上
し
た
遺
物
は
比
較
的
多
く
、
弥
生
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
も
の

が
あ
る
が
、
平
安
時
代
を
鎌
倉
時
代
の
も
の
が
最
も
多
く
、
次
い
で
奈
良
時
代

の
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
低
地
に
立
地
す
る
た
め
木
質
遺
物
の
遺
存
状
態
が
良

く
、
多
量
の
木
製
品
が
出
上
し
て
い
る
。
遺
物
の
内
容
は
、
土
師
器
、
須
恵
器
、

灰
釉
陶
器
、
山
茶
碗
な
ど
の
土
器
類
が
中
心
で
、
灰
釉
陶
器
に
は
底
部
に
墨
書

の
あ
る
も
の
が
六
点
出
上
し
て
い
る
。
他
に
石
帯
、
木
簡
、
斎
串
、
曲
物
等
が

出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

①

　

「
柴
田
郷
長
右
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（電
Ｘ
］巽
ω
ｏ‘

木
簡
四
点
は
い
ず
れ
も
調
査
区
の
北
半
の
自
然
堆
積
土
か
ら
出
上
し
た
も
の

で
あ
る
。
柴
田
郷
は
、
『和
名
抄
』
に
見
え
る
伊
勢
国
三
重
郡
の
郷
名
で
あ
り
、

宮
の
西
遺
跡
は
柴
田
郷
内
に
位
置
す
る
。

９
　
関
係
文
献

四
日
市
市
遺
跡
調
査
会

『官
の
西
遺
跡
』
全

九
八
八
年
）

（春
日
井
　
恒
）

1992年出上の木簡
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木 簡 (1)
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(四 日市)




